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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 56,732 1.0 4,344 9.4 4,921 △8.5 3,862 △0.9
2025年３月期第１四半期 56,185 11.4 3,971 3.9 5,380 17.7 3,897 9.9
(注) 包括利益 2026年３月期第１四半期 △1,342百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 11,511百万円( 94.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 49.49 49.47

2025年３月期第１四半期 49.95 49.93

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 250,600 162,265 59.1

2025年３月期 262,257 170,635 59.3
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 148,135百万円 2025年３月期 155,630百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 75.00 － 90.00 165.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 244,000 1.1 22,900 41.6 23,800 26.1 17,000 17.1 217.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 78,900,000株 2025年３月期 78,900,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 852,666株 2025年３月期 852,666株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 78,047,334株 2025年３月期１Ｑ 78,030,610株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は

監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

なお、業績予想については、四半期決算短信（添付資料）５ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。



フジテック株式会社(6406) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………５

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………５

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………６

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………６

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………８

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………８

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………８

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………９

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………９

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………10

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………………11

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ………………………………………………………………12

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………………12



フジテック株式会社(6406) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の世界経済は、底堅い成長を維持しているものの、米国の通商政策等の影響により、

先行き不透明感が急速に高まりました。米国では関税引き上げに伴う駆け込み需要の影響により、消費財や資本

財の輸入、設備投資が一時的に増加しました。中国では景気刺激策が内需を押し上げたものの、不動産不況の長

期化および対中投資の低迷などにより、景気は足踏み状態が続きました。日本では、雇用・所得環境の改善によ

り個人消費が持ち直し、堅調な企業収益が継続したため、景気は緩やかに回復しました。

当社グループにおいては、当社の潜在価値を具現化するための抜本的な企業変革を伴う、2024年度を初年度と

する５カ年の新中期経営計画「Move On 5」の遂行に努めております。今般、中国市況悪化の影響を受けて中期経

営計画の見直しを行い、先日７月30日に公表した「中期経営計画の修正に関するお知らせ」の通り、修正後の

「Move On 5」は、2028年度までに売上高2,830億円、収益性の向上により営業利益を440億円、営業利益率として

は15.5％までの改善を、地域別、事業別での横断的な成長と効率性の両立により達成を目指します。この成長目

標を達成するために、全社戦略として「３つの柱」を掲げています。一つ目が「地域／事業ミックスの選択と集

中」で、各地域の戦略的な位置づけを明確化したうえで、各地域、事業の取り組みの方向性を定め、収益改善を

目指します。日本では、国内向け標準型エレベータの新商品「エレ・グランス」を2025年４月より販売開始しま

した。「エレ・グランス」は、これまでの主力商品と比べ、デザイン・メンテナンス性・災害対策を強化しまし

た。主要機器の小型・軽量化を行い、据付作業の効率化および生産における省資源化にも貢献しています。二つ

目が「高品質と高収益性の両立」で、当社の強みである品質を高めながら、グループの総力を挙げてマージン改

善を目指します。エレベータ・エスカレータの品質評価施設「ウィズダム スクエア」が2025年３月に竣工し、４

月より順次稼働しています。「ウィズダム スクエア」は、最高品質の商品とサービスを日本はもとよりグローバ

ルに提供していくことを目的として、品質に特化して実験・検証を行う施設です。今後、グループ全体の品質管

理体制を強化し、当社の強みである「品質重視」を深化させ、日本国内はもちろん、グローバルにおいても専業

メーカーならではの高い品質をより実感していただける商品とサービスを提供してまいります。三つ目が、これ

らを推進する上で必要不可欠な、SDGsをはじめとする「強靭な事業基盤の構築」となります。当社は、サステナ

ビリティにおける主要テーマの一つとして、基本的人権の尊重を掲げています。この理念に基づき、「フジテッ

ク人権ポリシー」を制定いたしました。本ポリシーは、当社グループのすべての役職員に適用されます。本ポリ

シーに基づき、今後も基本的人権の尊重への取組みを一層推進し、ステークホルダーの皆様との更なる信頼関係

を構築することで、企業としての社会的責任を果たしてまいります。これら「３つの柱」を継続的にモニタリン

グするため18の分科会を設定し、月次開催の経営会議にて各分科会における進捗の確認と課題の抽出を行い、対

策を検討しております。
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以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績の状況は、以下の通りとなりました。

（金額単位：百万円未満切捨て）

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減率（%）
為替の影響を除
く実質増減率

（%）
（2024年４月１日～
2024年６月30日）

（2025年４月１日～
2025年６月30日）

受

注

高

日 本 30,807 35,729 16.0 ―

東アジア 13,785 13,733 △0.4 △3.1

南アジア 10,716 11,807 10.2 7.7

米州・欧州 10,156 13,955 37.4 33.6

小 計 65,466 75,226 14.9 ―

調 整 額 △3,913 △2,301 ― ―

合 計 61,553 72,925 18.5 ―

受

注

残

高

日 本 98,793 120,666 22.1 ―

東アジア 83,872 87,560 4.4 1.4

南アジア 37,275 43,197 15.9 13.4

米州・欧州 56,995 54,687 △4.0 △5.7

小 計 276,936 306,112 10.5 ―

調 整 額 △6,056 △5,050 ― ―

合 計 270,879 301,061 11.1 ―

国内受注は、新設事業では、受注台数及び平均単価が増加した結果、受注額は増加しました。アフターマーケ

ット事業では、モダニゼーション工事が受注台数・受注額ともに前年同四半期比で増加しました。また、昇降機

の整備・維持を行う保守でも、契約台数の増加や契約価格改定・解約台数減少により増加しました。

海外受注は、東アジアでは、新設事業は台湾で増加したものの、アフターマーケット事業は香港でのモダニゼ

ーション工事が減少しました。南アジアでは、新設事業はシンガポール、インドネシアで増加し、アフターマー

ケット事業は全地域で増加しました。米州・欧州では、新設事業は主に米国で増加し、アフターマーケット事業

は米国および英国で増加しました。

（金額単位：百万円未満切捨て）

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減率（％）
為替の影響を除
く実質増減率

（％）
（2024年４月１日～
2024年６月30日）

（2025年４月１日～
2025年６月30日）

売上高 56,185 56,732 1.0 ―

国 内 21,209 21,759 2.6 ―

海 外 34,975 34,972 △0.0 △2.8

営業利益 3,971 4,344 9.4 ―

経常利益 5,380 4,921 △8.5 ―

親会社株主に帰属する
四半期純利益

3,897 3,862 △0.9 ―

１株当たり四半期純利益 49.95円 49.49円 ― ―

当四半期連結累計期間の業績は、売上高が東アジアで減少、営業利益は東アジアおよび南アジアで減少したも

のの、他の地域でカバーした結果、前年同四半期比で増収増益となりました。経常利益および税金等調整前四半

期純利益は、為替差損に転じたことが影響し減少しました。

以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、減少しました。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

（金額単位：百万円未満切捨て）

売 上 高 営業利益

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減率
（％）

為替の影
響を除く
実質増減
率（％）

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額

為替の影
響額を除
く実質増
減額

日 本 21,851 22,190 1.6 ― 1,659 1,822 163 ―

東アジア 16,067 15,230 △5.2 △8.1 370 364 △5 △37

南アジア 8,615 9,383 8.9 6.1 1,689 1,518 △170 △226

米州・欧州 12,915 13,045 1.0 △1.6 297 486 189 167

小 計 59,449 59,850 0.7 ― 4,016 4,192 176 ―

調 整 額 △3,264 △3,117 ― ― △45 151 197 ―

合 計 56,185 56,732 1.0 ― 3,971 4,344 373 ―

（日 本）

前年同四半期比で増収増益となりました。売上高は、新設事業は減少しましたがアフターマーケット事業が増

加しました。営業利益は、人件費の増加影響はあるものの、新設事業・アフターマーケット事業の採算改善によ

り増益となりました。

（東アジア）

前年同四半期比で減収減益となりました。売上高は、アフターマーケット事業が香港で増加したものの、中国

の新設事業が不動産不況下での出荷台数の減少および販売単価の下落の影響で減少したことが影響し、減収とな

りました。営業利益は、香港での新設事業およびモダニゼーション工事の工事損失引当金の減少の影響などで増

加したものの、中国での新設事業の売上減少の影響で、減益となりました。

（南アジア）

前年同四半期比で増収減益となりました。売上高は、新設事業がシンガポールおよびインドで増加、アフター

マーケット事業が主にシンガポールで増加し、増収となりました。営業利益は、シンガポールおよびマレーシア

での新設事業の採算性の悪化に加えて、インドでの人件費増などの影響により、減益となりました。

（米州・欧州）

前年同四半期比で増収増益（為替の影響を除くと減収増益）となりました。売上高は、新設事業が米国で工事

の進捗遅れにより減少した一方、アフターマーケット事業が米国および英国で増加し、増収となりました。営業

利益は、米国の新設事業およびモダニゼーション工事での採算悪化の影響はあったものの、アフターマーケット

事業では米国での保守の価格改定の影響などで、増益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産額は、2,506億円となり、前連結会計年度末に比べ116億57百万円

減少しました。これは主に、有価証券の増加に対し、現金及び預金、受取手形、売掛金及び契約資産が減少した

ことによります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ32億87百万円減少し、883億34百万円となりました。これは主に、賞与

引当金の増加に対し、支払手形及び買掛金、工事損失引当金が減少したことによります。

純資産額は、1,622億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ83億70百万円減少しました。これは、親会社

株主に帰属する四半期純利益38億62百万円などに対し、配当金の支払い70億24百万円、為替換算調整勘定の減少

45億88百万円などによります。また、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は59.1％（前連結会計年度末

比0.2ポイント減）となり、１株当たり純資産額は1,898.03円（同96.03円減）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期（2025年４月１日～2026年３月31日）の連結業績予想につきましては、2025年５月14日に公表し

た予想の変更はありません。



フジテック株式会社(6406) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 82,942 76,177

受取手形、売掛金及び契約資産 90,343 82,155

有価証券 － 5,000

商品及び製品 4,018 3,897

仕掛品 3,023 2,991

原材料及び貯蔵品 14,409 13,181

その他 6,519 6,293

貸倒引当金 △5,833 △5,966

流動資産合計 195,424 183,729

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,308 23,691

機械装置及び運搬具（純額） 5,973 6,158

工具、器具及び備品（純額） 3,198 3,106

土地 7,280 7,243

リース資産（純額） 2,716 2,810

建設仮勘定 847 707

有形固定資産合計 44,325 43,718

無形固定資産

のれん 1,762 1,649

その他 4,040 3,833

無形固定資産合計 5,803 5,483

投資その他の資産

投資有価証券 7,844 8,241

長期貸付金 1,422 1,377

その他 8,223 8,708

貸倒引当金 △785 △657

投資その他の資産合計 16,705 17,669

固定資産合計 66,833 66,870

資産合計 262,257 250,600
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,380 16,353

電子記録債務 3,493 3,322

短期借入金 4,126 4,087

１年内返済予定の長期借入金 45 65

未払法人税等 3,616 3,250

賞与引当金 4,071 6,184

工事損失引当金 9,071 8,051

その他の引当金 2,071 1,952

前受金 24,089 24,893

その他 17,271 15,786

流動負債合計 87,238 83,948

固定負債

長期借入金 119 103

退職給付に係る負債 1,977 1,951

その他 2,287 2,331

固定負債合計 4,383 4,385

負債合計 91,622 88,334

純資産の部

株主資本

資本金 12,533 12,533

資本剰余金 14,559 14,559

利益剰余金 110,826 107,664

自己株式 △2,113 △2,113

株主資本合計 135,806 132,644

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,466 2,752

繰延ヘッジ損益 △2 △8

為替換算調整勘定 16,643 12,055

退職給付に係る調整累計額 716 691

その他の包括利益累計額合計 19,824 15,491

新株予約権 25 25

非支配株主持分 14,979 14,104

純資産合計 170,635 162,265

負債純資産合計 262,257 250,600
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 56,185 56,732

売上原価 43,574 42,784

売上総利益 12,610 13,947

販売費及び一般管理費 8,639 9,603

営業利益 3,971 4,344

営業外収益

受取利息 710 445

受取配当金 131 112

為替差益 521 －

その他 162 272

営業外収益合計 1,526 829

営業外費用

支払利息 104 69

為替差損 － 12

増値税等 － 142

その他 13 27

営業外費用合計 117 252

経常利益 5,380 4,921

特別利益

固定資産売却益 25 4

投資有価証券売却益 － 25

特別利益合計 25 29

特別損失

固定資産除売却損 5 11

減損損失 5 －

構造改革費用 － 38

特別損失合計 10 50

税金等調整前四半期純利益 5,394 4,901

法人税、住民税及び事業税 1,730 2,029

法人税等調整額 △297 △783

法人税等合計 1,432 1,245

四半期純利益 3,962 3,655

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

64 △206

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,897 3,862
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 3,962 3,655

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 86 285

繰延ヘッジ損益 64 △6

為替換算調整勘定 7,363 △5,252

退職給付に係る調整額 33 △24

その他の包括利益合計 7,548 △4,998

四半期包括利益 11,511 △1,342

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,439 △470

非支配株主に係る四半期包括利益 1,071 △871
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)日本 東アジア 南アジア 米州・欧州 計

売 上 高

外部顧客への売上高 21,219 13,450 8,613 12,901 56,185 － 56,185

セグメント間の内部
売上高又は振替高

631 2,616 1 13 3,264 △3,264 －

計 21,851 16,067 8,615 12,915 59,449 △3,264 56,185

セグメント利益 1,659 370 1,689 297 4,016 △45 3,971

（注）１ セグメント利益の調整額△45百万円には、セグメント間取引消去０百万円および棚卸資産の調整額△45百

万円が含まれています。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な発生および変動はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)日本 東アジア 南アジア 米州・欧州 計

売 上 高

外部顧客への売上高 21,767 12,546 9,382 13,035 56,732 － 56,732

セグメント間の内部
売上高又は振替高

423 2,683 0 10 3,117 △3,117 －

計 22,190 15,230 9,383 13,045 59,850 △3,117 56,732

セグメント利益 1,822 364 1,518 486 4,192 151 4,344

（注）１ セグメント利益の調整額151百万円には、セグメント間取引消去△０百万円および棚卸資産の調整額151百

万円が含まれています。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な発生および変動はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 1,227百万円 1,232百万円

のれんの償却額 71百万円 63百万円

（重要な後発事象）

Bospolder １株式会社による当社株式に対する公開買付けの開始予定について

当社は、2025年７月29日開催の取締役会において、以下のとおり、Bospolder １株式会社（以下「公開買付

者」といいます。）による当社の普通株式（以下「当社株式」といいます。）を非公開化することを目的とした

一連の取引（以下「本取引」といいます。）の一環として、当社株式（但し、公開買付者が所有する当社株式、

本不応募株式及び当社が所有する自己株式を除きます。）及び本新株予約権（「当社株式」及び「本新株予約

権」を総称して、「当社株券等」といいます。）に対する金融商品取引法（昭和23年法律第25号。その後の改正

を含みます。以下「法」といいます。）及び関係法令に基づく公開買付け（以下「本公開買付け」といいま

す。）に関して、現時点における当社の意見として、本公開買付けが開始された場合には、本公開買付けに対し

て賛同の意見を表明するとともに、当社の株主及び本新株予約権の所有者（以下「本新株予約権者」といいま

す。）の皆様に対しては本公開買付けに応募するか否かについては当社の株主及び本新株予約権者の皆様のご判

断に委ねる旨の決議をいたしました。

なお、上記取締役会決議は、公開買付者が、本公開買付けを含む本取引を経て、本不応募株式及び当社が所有

する自己株式を除いた当社株券等の全てを取得することを企因していること、並びに当社株式が上場廃止となる

予定であることを前提として行われたものです。

詳細につきましては、2025年7月30日公表の「Bospolder １株式会社による当社株券等に対する公開買付けの

開始予定に関する意見表明のお知らせ」をご参照ください。


